
第３号機式（第15条関係）

事業者排出量削減報告書
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副スヲーローノレの胴副スヲーローノレの胴

搬入ラ廃棄

謹雪騨臺 鑿＝蕊＝

注Ｉ政当する□には．しITJを起人してくださいｃ特定事粟者以外のWF栗ffの〃はし印の記入は不要です。

２「基巾年度」とはH1函期１mのIMI年哩と、「目標年度」とは１１+閃期１K】の最*Ｗ皮を、「俄告年Urjとは計画期間のうち．今IglNl告の対触となる年血をいいます~。

３「事粟所騨ﾛﾄﾞullX分」とは京柿府IAlの事莱所等の事業活動のたりbのエネルギーの使用に伴い3E生する皿竃効果ガスを、Ｉ輸送IIK1U5lﾙ111区分」とは｢i動巾迎送事東行については使ﾉ１１の本拠の位砥を京都刷内とする巾1凸ｉ
の排H1するiE竃効果ガスを．飲in事藁将'二ついてl土保有する貨物11〔IAjxI土旅専肛間の排11Iする沮竃効果ガスを、「その他排出区分」とは上記以外の廉都筋肉における事藁所笄の専業活動に伴い発生する凪瓶効果ガス
をいいます。

４「噸１１１位当たりの沮蛮効果ガス抑lti趾等」の「胴途区分」には、ＣＯ工巴、卒務所などの用途を8己入してください。「１，(111位の楢掘」には．分子の「二1Ｗと騨棄換算」のＦに分母となる指標（生poi数国し延べ床巾
積、走行定Bng9）を記入してください＞

５「その他の地球沮吸化対策による沮瓶効果ガスの､l域H1等」のうち「種林の保余及び依伯」の「月楓年度（針目i）ｊ楓にIilII画期Ru中のロ極のIil計を、「綴皆年度（其繍）」楓には実H1の累計を記入してください。

６「特記１５項」には、平成２年度（１９９０年度）を盗準とした排出砥の対比や．村エネ劇品閥発など他者のH1市効果ガス排lllIW減への貫餓．グリーン国連の採用、特定フ[コンなどの条例緬定外の皿巍効果ガスのH1減
などを混入してください，

住所（法人にあっ
ては、烏l：たる嚇務
所のIﾜr在地）

京都市伏見区横大路千両松町１２６

氏名（法人にあっ
ては、吊称及び代
変朽の氏塙）

株式会社京都環境保全公社代表取締役社長樫野恭介

事業者の主たる
業種 産業廃棄物処理

酸当する率業者
要件 「京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第１号麟当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キロリットル以上〉）

「

Ｐ 

京都府地球楓jml化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号麟当事業者（大規模運送事業者（トラック又はパス100台以上／タクシー150台以上／鉄道車両
150両以上）

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号麟当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

計画期間 平成２０年４月～平成２３年３月

基本方針

産業廃棄物のＲＰＦ化などリサイクル事業の拡大、省エネ型股傭や機器の導入、日常的な省エネ活動の強化及び教育・研修の推進などにより、１９年度を基
池に平成２２年度の温室効果ガス排出量を３％以上削減する。

推進体制
社長をトップとした環境マネージメントシステムにおいて、環境委員会で進行管理、省エネ部会で取組の実践を実施する。

環境マネジメントシステム名称 ＩＳＯ１４００１ ＩＳＯ１４００１ 

適用範囲 本社、伏見環境保全センター 瑞穂環境保全センター

取ｷﾖ年月日 平成11年７月12日 平成18年９月４日

年度ごとの具体
的な取組及び措
囲の状況

年度

20～ 

20～ 

20～ 

設繍、対象、工程等

リサイクル股傭

樋入廃プヲ廃棄物

下水汚泥

描腫内容

発泡スチロールの減容化、ＲＰＦの計画的増産に努める。

組成分析などにより、リサイクル化の拡大に努め、焼却没の減少を図る。

炭化物化による肥料・土壊改良材の製造・利用の研究から販売に移行し、焼却量の減少を図ろ。

沮竃効果ガスの

排出丘等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己評価

基率年歴（実綴）

(19）年度
(二盛化喫漸換算）

目標年度（計画）
(22）年度

(二H曵化炭素換算）

増減率
(計画）

報告fF度（実綱）

(21）年度
(皇鹸化喫斯換瓦）

墹滅率
(実績）

4,577.0ｔ 4,686.0ｔ ２．４軸 4,524.0ｔ -1.2判

ｔ ｔ 船 ｔ 船

22,001.0ｔ 20,961.0ｔ -4.7船 18,396.3ｔ -16,4％ 

＊Ⅱ 26,578.0ｔ *２25,647.0ｔ -3.5船 ＊４ 22,920.3ｔ -13.8％ 

Ａ区分では省エネの取組推進により、目標を上回る－Ｌ2%と大幅な削減が達成できた。Ｃ区分では経済不況を反映し、焼却
物が減少したことにより温室効果ガス排出戯は大幅減となった。

原111位当たりの
温室効果ガス排
出量等

用途区分 原単位の指標

収集運搬
二酸化炭素換範
走行距麟

中間処理
二鹸化炭素換顧

産業廃棄物処理量

埋立処理
二酸化炭素換虹

埋立処理壁

実績に対する自己評価

基iFl年度（実繍） 目標年度（計画） ｉｎ波UIB（計画） 報告年度（実績） lOMli率（突繍）

0.753kg-co2/k、 0.719kg-co2/k、 -4.5鉛 0.830kg-co2/k、 10.2船

0.590t-co2/ｔ 0.568t-co2/ｔ -3.7兇 0.534t-co2/ｔ -9.5兇

0.016t-co2/ｔ 0.O16t-co2/ｔ －Ｌ８兇 0.O23t-co2/ｔ 4１．１船

･社内の各所属の扣当行からなる省エネ郁会を中心に、竹エネ活動の実践を推進しており、怠戴向上の効果が印爽に出ている。収ﾘｴ運搬の1m(111位は
大型血両の走行距離のjMlによ'ﾘ悪化した。その他については股欄の更新や効率的な股113符駆が印Hgである。

その他の地球温
暖化対簾による
温室効果ガスの
削減量等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内産の木材の利用

自然エネルギーを利用した勉力
又は熱の供給

グリーン愈力の蝋入

家庭における混宝効果ガス排出
量の削減効果分の剛入

削減趣騨合計

目概年度（計画）

IIB【組ｎ$$ (二酸化良秦換算）

(虹伯面iEl） hａ 吸収量） ｔ 

(利用且） 1,1 削減且） ｔ 

(亮愈且） kwｈ 刷域且） ｔ 

(熟供給且） GＪ IPI減且） ｔ 

(鴎入且） kwｈ 剛奴且） ｔ 

(砥入且） ［ (IPI按丘） ｔ 

＊３ｔ 

報告年風 (実績）
取釦Ht9F (二敗化炭素換算〕

(!E(劇面荊） hａ 吸収、 ｔ 

(利用且） １，ｺ 則餓且 ｔ 

(充芯、） kwｈ 刷滅■ ｔ 

(鵠供給且） GＪ 刷蚊、 ｔ 

(睡入且） kwｈ 削減団 ｔ 

(rH入、） ｔ (Ihl旗日） ｔ 

＊らｔ

差引排出趣

(排出合計一削城騨合肝）

基地年度（実績）

＊I260578,0ｔ 

目標年度（計画）

(唖汁(･3）２５，６４７ｔ

jNiIl＊（針Iui）

-3.5％ 

報告年度（実績）

１判)-【妬）22,920.3ｔ

墹減串（災戦）

-13.8％ 

地球温暖化対策
に資する社会貢
献活動

･毎月１６日をライトダウンの日として実施。・環境家計簿（電気・ガス・水道・ガソリン使用鮭）をつける取組を実施し、社員の家庭にも啓発・実践を
展開。・当社製造の下水汚泥を原料とする炭化物を使用し、
カーテンの取組実施中。

公共施設屋上でボランティアとして緑化を推進。また、炭化物を利用し、社屋の壁面等に緑の

特記事項
･当社周辺の滑掃を週一回実施している。
･社員の半数以上が３Ｒ検定を受験し、環境負荷を減じる意繊強化に努めている。
･地元老人会と園芸クラブを発足し、炭化物に植え付けた花とプランターを寄附し活動している。


